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【著者略歴】

長尾 重武（ながお・しげたけ）

1944 年生まれ。武蔵野美術大学造形学部建築学科教授・元学長。
東京大学大学院博士課程単位取得満期退学。工学博士。
専門はイタリア建築史。
著書にピーター・マレー『ピラネージと古代ローマの壮麗』（訳、
中央公論美術出版 1990 年）、『パラディオ図面集』（編、中央公
論美術出版 1994 年）、『ピラネージ《牢獄》論 － 描かれた幻想
の迷宮』( 編著、中央公論美術出版 2015 年）など。

「奇想画」 「地誌的な景観画」 そして古代ローマの廃墟を描き続けて、 その時代を幻想の

中に蘇生させ、 ヨーロッパ世界の文化に大きく貢献した建築家の事実を明らかにする。

ジョヴァンニ・
        バッティスタ・
                     ピラネージ
（Giovanni Battista 

        Piranesi, 1720-78)

イタリアの銅版画家、考古学者、建築家。ヴェネ
ツィアの近くで生まれ、1740 年にローマに居を
定める。古代遺蹟に基づくローマのヴェドゥータ
やエジプト、エトルスクの古代建築図案等のエッ
チングは各国に伝えられ、新古典主義やロマン主
義を培った。また室内調度の意匠は特にイギリス、
フランスで尊重される。《牢獄》のシリーズはも
っとも独創的な仕事とされ、空想上の牢獄を描い
た幻想的な作品群は、多くの建築家、画家、文学
者へ影響を与えた。

【芸術選書】
明治浮世絵師列伝
菅原 真弓  ( 大阪公立大学教授）著

「明治の写楽」と称され役者絵を得意とし
た豊原国周、いわゆる黎明期の出版人とし
ても評価されるべき落合芳幾、近年明治の
浮世絵師の代表として評価の高まっている
月岡芳年、その死によって浮世絵の歴史は
幕を閉じるとも評された小林清親、浮世絵
が過去のものとなりゆく時代を生きた「最
後の浮世絵師」たちの生涯と作品。

：美術史・建築史分野で普遍性のあるテーマを専門性を担保しつつ、専門家と読者を架橋する新シリーズです。※【芸術選書】

杉本 欣久（東北大学准教授）  著

鑑定学への招待
「偽」の実態と「観察」による判別

「真」か「偽」か ー。
美術史研究の世界でタブー視されてきた、
美術作品をめぐる「鑑定」の入門書。
観るべきポイントを丁寧にひもといてい
く。

北斎の絵馬、大坂冬の陣図屏風、
　　　　　　　　　　　モネの睡蓮―。
本来の姿を失ってしまった絵画作品たち。
その再生を目指して、残された写真や模写
を、様々な資料とともに読み解き分析して
いく。図像を受け継ぐ、その方法や挑戦、
限界を、復元現場の先頭にたつ開拓者が語
るイメージの探検。

失われた絵画を再生する
デジタル技術を用いた復元への挑戦
木下 悠  著　
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